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山手台保育園の概要

社会福祉法人 晴誉会
［法　人　名］ 社会福祉法人 晴誉会
［所　在　地］ 〒567-0009 大阪府茨木市山手台3-28-23
［電　　話］ 072-649-0874　［F　A　X］ 072-648-2511
［E - m a i l］ haruyokai-info@dob.jp  ［W　E　B］ http://haruyokai.jp/ 
［事業概要］ ・幼保連携型 認定こども園　・乳児保育　・地域子育て支援
　　　　　 ・育児相談　・学童（兄姉）保育（山手台保育園独自事業）

認定こども園  山手台保育園
〒 567-0009 大阪府茨木市山手台3-28-23
TEL.072-649-0874　FAX.072-648-2511
E-mail：yamatedai@haruyokai.jp
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子どもの人権と主体性を尊重し、健やかな心身の発達を図り、
養護と教育を一体的に行い、未来を創りだす基礎を培います。
また就労支援や育児支援等を通して、地域に根ざした保育園
であることを目指します。

安全について ・防災避難訓練の実施（毎月）　　・AED設置　　・自動火災報知機設備
・消防署による職員心肺蘇生訓練の実施　　・警備会社の導入

定　　　員　105名　
　　　　　　生後8週児から 
　　　　　　就学前児まで

クラス編成　0・1歳児　すみれ組
　　　　　　2歳児 さくら組
　　　　　　3歳児 きく組
　　　　　　4歳児 ゆり組
　　　　　　5歳児 ひまわり組

保　育　時　間　7：00～19：00
　　　　　　（早朝保育・延長保育含む）

休　園　日　日曜日・祝日
　　　　　　年末年始
　　　　　　（12月29日～1月3日）

完　全　給　食　完全給食、離乳食、
　　　　　　手作りおやつ、
　　　　　　アレルギー除去食

阪急バス 茨木サニータウン線
「保育園前」下車

web facebook

山手台
保育園

からだ、いっぱ いげんき。

こころ、ゆたか に げんき。

理 念



園のとりくみ
感性・創造性・協調性を育てます

特別指導

乳児は登園後、検温・健康観察

だぁ～い好きな 園庭で たくさんあそぶよ！ 友だちと一緒だと なんでも楽しくなっちゃうね

今日は なにを つくろうかな… いまなら なんでも できちゃいそう！

・7：00

外あそび・朝の集い・体操

異年齢自由あそび

クラス別活動・特別指導

0～4歳児

完全給食・離乳食
アレルギー除去食対応

お昼ごはん

お昼寝

手作りおやつ
おやつ

おやつ朝のおやつ
乳児

おやつお昼ごはん
乳児

検温・お昼寝
乳児

おやつ昼のおやつ
乳児

・19：00
・18：00

・11：30
・11：00

・9：00

・10：00

・16：00

・15：00

・12：00

・14：00

・13：00

楽しむことがこどもたちの力に！ いろんなことに挑戦します！

英　語スイミングサッカー

園のいちねん

（毎月） ●お誕生会 ●身体計測 ●避難訓練　 （年2回） ●内科健診　 （年1回）●歯科健診

4月・5月・6月

●入園式
●進級式
●おさんぽ遠足
●おひさまカーニバル
   （親子運動あそび会）

7月・8月・9月

●プールびらき
●七夕まつり
●なつまつり
●おとまり保育
●秋の遠足

10月・11月・12月

●おいもほり　
●ミニ運動会　
●生活発表会
●ふれあい動物園　
●観劇
●おもちつき
●クリスマス会

1月・2月・3月

●たこあげ
●節分
●造形展
●個人懇談　
●ひなまつり会
●サッカー大会
●修了式　●卒園式

遊びの中で

発達や成長に沿った題材や教具を用意することで、遊びが学びの過程になります。

学ぶ過程

遊びのなかに順序性や継続性を持たせることで、活動の展開を考える力をつけます。

活動の展開を考える

ひとりでは体験できないこと、家庭ではできないこと。いろいろなことに挑戦し、経験することが大切な力になります。

ためす力をつける

園のほうしん
保育標準時間
（2・3号認定）

保育短時間
（2・3号認定）

教育標準時間
（1号認定）

延長保育

※詳しくは、直接園まで
　お問い合わせ下さい。
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遊び

健康 発見

成長

年間行事

一日をこんなふうにすごします。

冬春 秋夏

園のいちにち

“こどもにとって良いこと”を第一に考えます
ひとりひとりの個性を大切に、

認めて褒めて思いやりのある子どもに育てます
様々な体験や経験を通して、

自分で考えて意見が言える子どもに育てます

を

ひきだす
それが私たちの想いです


